
  函南町立桑村小学校だより 10 月号         令和８年 10 月 

さくら 

校    訓「ほんきで なかよく きまりよく」 
学校教育目標「夢に向かい 感性を育む 桑っ子」 

重点目標「しなやかに生きる子」 

 

9/26 奉仕作業の様子

日 曜 給 週 行事予定 日 曜 給 週 行事予定 

１ 木 ○ Ａ 6 年修学旅行１日目 5 年稲刈り 17 土   体育館であそぼー 

２ 金 弁 Ａ 6 年修学旅行２日目 18 日    

３ 土    19 月 ○ Ｂ 代表委員会 運動会総練習予備日 

４ 日    20 火 ○ Ｂ  

５ 月 ○ Ｂ 運動会係打合せ 21 水 ○ Ｂ 桑村道場 

６ 火 ○ Ｂ 水曜日課 5時間 22 木 ○ Ｂ 3 年ｽｰﾊﾟｰ見学 

７ 水 ○ Ｂ 火曜日課 5･6 時間 23 金 ○ Ｂ 運動会前日準備 

８ 木 ○ Ｂ 音楽ｺﾝｻｰﾄ（桑っ子委員会）委員会活動 24 土 弁 Ｂ 運動会 

９ 金 ○ Ｂ 特別日課 5 時間 １学期終業式 25 日   運動会予備日 

10 土    26 月   運動会振替休日 

11 日    27 火 ○ Ａ 1 年生活科秋見つけ 

12 月   スポーツの日 
28 水 ○ Ａ 

持久走練習開始 避難訓練  

桑村道場 
13 火 ○ Ａ 

２学期始業式 任命式  

3･4 年枝豆収穫 29 木 ○ Ａ  

14 水 ○ Ａ 桑村道場 30 金 ○ Ａ 音楽鑑賞教室 

15 木 ○ Ａ 運動会係打合せ 3 年生 5 時間授業 31 土    

16 金 ○ Ａ 運動会総練習  



よりよい学校を目指して ～R8 学校評価アンケート(前期)集計～ 
学校では、７月に行った児童、保護者、教職員による学校生活に関するアンケート結

果を基に、職員会議、また、学校運営協議会において話合いを行いました。みんなにと

って「よりよい学校」を目指し、今後も改善を重ねた教育活動を推進していきます。 

質 問 項 目 児童 保護者 教職員 

1 学校が楽しい。 96 97 100 

2 桑っ子活動 (遊び、清掃、原生林探検やリレー会など) に楽しく参加している。 94 100 100 

3 地域やおうちの人たちは、学校のいろいろな活動に協力してくれている。 94 98 100 

4 いろいろな教職員と関わることができている。(チーム担任制) 94 98 100 

5 先生たちは、お子さんのよいところを認めている（子供理解） 97 98 100 

1「学校が楽しい」の項目は、児童・保護者・教職員の三者ともに 95%を超える非常に高い数値を示し

ております。子どもたちの安心感や登校の楽しさといった、高い満足感を支えているのが、桑村小ならで

はの体験活動・桑っ子活動や校内の温かい人間関係や手厚いサポート体制であると考えられます。 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪本校の特色ある教育活動について≫ 
2.体験活動の豊かな価値 異学年と関わる桑っ子活動が盛んなことが、桑村小の強みの一つです。縦割

りグループで行う清掃や遊び、また、図工や生活科の作品を介した交流等といった学年間の交流を活発に

し、別学年や様々な職員から認められる場面を設定してきました。これらの活動を通じ、自分の良さや頑

張りに気付き、友達の良さも認め合える心が育まれています。 

3.地域・保護者との連携 年間を通して桑村道場（水曜放課後実施の学習支援）や読み聞かせ（マルベ

リーの皆様方）の活動、奉仕作業や桜の剪定などの環境整備、お茶摘みや稲作体験等の教育体験活動にお

いて、地域の皆様、PTA の皆様に大変お世話になっています。「みんなで採った桑の実、お茶等が形を

変えて子どもたちに届く食育や、土曜日の体育館開放、地域の皆様・スポーツ少年団・園児との交流など、

大勢の方と関わる体験機会が多く、桑村小ならではの環境に親子で感動している」といううれしい声もい

ただいております。保護者の皆様、地域の皆様の支えあっての桑村小です。 

4･5.チーム担任制・教科担任制の定着 「様々な考え方や多様な視点をもつ大人と関わることが、子

どもにとって良い刺激や学びの機会になっている」と、複数の教員で多角的に温かく見守る体制や丁寧な

対応に強い信頼をいただいております。児童も話題に応じて先生に相談できる安心感を得ています。一方

で、「学級全体が一つにまとまる感覚や、1 人の担任の先生と年間を通して熱く深く結びつく機会の減少

が心配」という声もいただいております。チーム担任制は「3 倍の目で子どもを温かく見守る」強みをも

つ一方で、一人ひとりとの情緒的な結びつきも極めて重要であると認識しております。学年行事や桑っ子

（縦割り）活動などを通じて学級全体の一体感を育むとともに、定期的な個別の対話時間を設け、子ども

が心を開ける先生と十分に関われる機会を保障していきます。 

≪よりよくするために≫ 
指導ルールの統一 「先生ごとのルールのズレ」による子どもの戸惑いを解消する必要があります。タブ

レットの使用マナー、靴揃え、挨拶、整理整頓等の指導基準を全教職員で統一し、どの先生が関わっても

一貫した指導・声かけが行われる環境を整え、子どもたちが安心して過ごせるようにいたします。

自分の思いを伝える力の育成  相手を尊重して思いを伝える力や言葉遣いの改善が課題です。少人数な

らではの温かさがある反面、多様な相手に意見を伝える機会の不足が挙げられています。今後は、合同プ

ール等で関わりのある丹那小など近隣校との交流を深め、適度な緊張感の中で「伝えたい」意欲と思考力

・表現力を高めます。さらに、これまでのピアサポート(仲間どうしの支え合い)や SST(ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ)

に加え「静岡県版 SEL（人間関係づくり）」を体系的に導入し、相手を思いやる伝える力と感謝の心を育

んでまいります。 

地域、保護者の皆様のご支援に応えることができるよう、「チーム桑村小」で取り組んでいきます。今後

ともよろしくお願いいたします。                        (文責：小川) 


